








〈要約〉クレチン症新生児スクリーニングで精検が必要となった児の甲状腺機能を的確に

評価し、補充療法を開始することは患児の管理上重要であり、予後にも影響する。サイロ

キシン(T4)は生体内で生理活性を持ったトリイオドサイロニン(T3)と不活性型のリバー

ス・トリイオドサイロニン(rT3)に変換される。この代謝は生体の甲状腺機能状態により調

整されている。したがって、rT3 濃度は生体の甲状腺機能調節の緩衝作用を反映して上下

する。前回我々は、クレチン症治療時のサイロキシン至適投与量の決定に rT3 濃度の測定

が重要であることを報告した。今回は、新生児スクリーニングで精検対象となった児の甲

状腺機能の評価にも rT3 濃度の測定が有用であるかどうかを検討した。その結果、rT3 濃

度は T4 濃度よりも鋭敏に甲状腺機能状態を表わすことが判明した。すなわち、rT3 濃度の

低下がみられる症例では T4 補充療法を必要としたが、rT3 濃度の低下が存在しない例では

治療を必要としなかった。rT3 濃度の測定は、新生児スクリーニング精検時の甲状腺機能

の評価に有用な指標となることが示された。 


